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潮来市の現状と課題：地域が抱える共通課題 2

，
歴史文化：水郷潮来，自然：西浦，北浦，立地：首都圏からの「ほどよい」アクセス性
ナショナルサイクリングロードの選定もあり，観光面から地域のポテンシャルが向上

課題：人口減少 × 少子高齢化(高齢化率：32.7%) × 就労機会 × 地域財政(財政力指数：0.505)

潮来市

首都圏



潮来あやめまつり花火観光

3

あやめまつり（５月下旬～６月下旬） 約７２万人

嫁入り舟

常陸利根川に浮かぶ観光ホテルの灯り いたこ花火大会 津軽河岸

旧磯山邸

潮来市の現状と課題：年間182万人の観光客で賑わう 3

祇園祭り（８月）約１３万人

半数以上は特定のイベントに集中
偏りのある観光需要



潮来市の現状と課題：地域の災害リスク 4

，
「道の駅」の機能評価から潮来周辺の防災性が脆弱であることがデータから立証

※周辺施設と道路ネットワークの双方から機能評価（防災）を分析した結果

課題：地域の耐災害性(施設) × 地域の接続性(道路)

周辺地域との連携を加味した
評価結果

道の駅に求められる機能

道の駅の新設・強化が必要
当該エリアの特徴

• 道の駅が周辺に存在しない
• 道の駅の防災機能が低い
• 交通アクセスが不便で，道の駅間

の連携が十分ではない

小野瀬遼太・寺部慎太郎・柳沼秀樹・康楠・田中晧介:道の駅相互の接続
性を考慮した多要素評価手法の検討,土木計画学研究・講演集，2019



これから将来の
「潮来市」は
どうなるだろうか？

まちをつなぐプロジェクト！！

少子高齢化

人口減少 就労機会

画像：一般社団法人茨城県観光物産協会

画像：TOYOTA



あやめ園＋
潮来駅

潮来市 鹿嶋市

カシマサッカー
スタジアム

③

②

道の駅
いたこ

プロジェクト関連施設の位置関係 6

《地点③》
カシマサッカー
スタジアム

地図：国土地理院

《地点②》
道の駅いたこ

《地点①》
バスタITAKO

《地点⑤》
あやめ園＋潮来駅

《地点④》
防災広場

画像：茨城県 営業戦略部営業企画課広報

画像：道の駅いたこ facebook

画像：菊陽町光の森防災広場

関連施設の位置関係

：高速道路
：国道
：県道

⑤
潮来IC

※イメージ

④
防災
広場

バスタ
ITAKO

①

※計画中

※構想中

※イメージ



のイメージ 7

＜バスターミナルの機能強化＞
❏バス乗降所・バスレーン増設
❏駐車場拡張

＜地域拠点機能強化＞
❏自動運転での道の駅接続
❏待合いスペース改修（売店設置）等

＋

「バスタITAKO」整備イメージ
（計画中）

❏バスターミナルの機能強化

❏地域拠点の機能強化

現況のバスターミナルバスタプロジェクト

民間資本と連携
した施設改修

駐車場拡張予定地

水郷潮来バスターミナル

潮来IC

至 道の駅「いたこ」



の利便増進施設の強化 8

❏待合スペースを拡大
❏バスロケシステムや売店設置による利便性向上

❏自動運転交通で1km先の道の駅を接続
❏バスタ・道の駅を潮来や周辺地域の拠点化

現状

売店設置

道の駅いたこ

シャトル運行
（1 km）乗継

バスタ・道の駅を
経由して

周辺地域へアクセス

地域拠点

自動運転車

散策・買物
まちへのアクセス

etc

待合スペース拡張イメージ

バスロケ提供

画像：国土交通省 中部運輸局
適切なバス停車施設の在り方に関する報告書（P22） 平成30年３月

画像：国土交通省 中部運輸局
適切なバス停車施設の在り方に関する報告書（P57） 平成30年３月

画像：SoftBank

待合スペース改修
❏利便性の高いバスターミナル

自動運転乗継
❏「道の駅いたこ」を接続



のパーク＆バスライドのイメージ 9

防災広場
（通常時：Ｐ＆ＢＲ） 駐車場の

拡張予定

バス乗降場
一般駐車場

至潮来IC

一般駐車場

❸道の駅「いたこ」❶水郷潮来バスターミナル、❷防災広場（構想
中）

画像：潮来市

一般駐車場

パーク＆バス
ライド駐車場数

❶水郷潮来バスターミナル

❷防災広場予定地（通常時）

❸道の駅「いたこ」

約400台

約300台

約350台
合計 約1050台

（駐車台数は試算値）

（非常時：防災拠点）

パーク&バスライドの運用

潮来IC

❹自動運転車両の導入

約1km

❶水郷潮来バスターミナル

❸道の駅「いたこ」
拡張予定

❷防災広場（通常時）

潮来IC周辺のパーク＆バスライド駐車場
画像：SoftBank

※構想中

防災拠点の形成
（防災広場予定

地）



道の駅「いたこ」の機能強化 10

自動運転車両

二次交通で目的地まで移動

ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ

市街地

観光地

発電
安価に購入

蓄電設備

画像：資源エネルギー庁
再生可能エネルギーの自立に向けた取組の加速化
（多様な自立モデルについて）P26 2018年11月

画像：茨城県 営業戦略部営業企画課広報画像：SoftBank

蓄電

道の駅「いたこ」
アクセス強化

道の駅「いたこ」
防災強化
❏太陽光発電による「防災ソーラー」

設備の構築（構想中） 夜間
使用

アクセス強化のイメージ

イメージ



次世代地域拠点に向けて：アジャイル型の計画と運用 11

，
地域の実情(ニーズ)に応じた適応型の地域計画を立案と長期的な運用を実現
国・行政・市民・大学(よそ者)の共働での地域の拠点づくり

人間中心設計(計画) × データ・AIの活用

Service

Artifacts
User

～～をしたい．
～が不便．

新しいテクノロジー
静音性

ノンステップ

運行路線
ダイヤ
頻度

予約方法

住民のニーズとサービスの仕様は違う！

住民が持つ「あるべき将来像」から求めら
れていることを常に探る

人間中心設計
ある製品を、特定の利用者が、特定の目的を達成し
ようとするにあたって、特定の状況で、いかに効果
的に、効率的に、満足できるように使えるかの度合
い（ ISO 9241-11 ）

データ・AI技術
• ETC2.0プローブデータ等のビックデータの活用

によるリアルタイムな交通状況の把握

• AIや機械学習理論を駆使して地域の計画検討や
適応的な運用をサポート

×
ETC2.0と機械学習理
論を活用した交通異
常検知

観測・記述・制御による適応型の計画立案
と運用をサポート



次世代地域拠点に向けて：持続性のある協働体制の構築 12

民間コンソーシアムのイメージ

地域に根付いた協働体制を構築し，長期的に運用できる収益力が必須


